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WEEKLY COMMUNICATION
Rotary Club of Chiba-West

国際ロータリー第2790地区 第3グループ
千葉西ロータリークラブ

創　立　1976年1月20日　　承　認　1976年2月25日
会　長　渡 邉 岳 仁　　 　　幹　事　長 坂 圭 将
例会場　京成ホテル ミラマーレ
　　　　TEL 043-222-2111
例会日　毎週火曜日 12:30～
事務局　千葉市中央区新田町12-1　トーシン千葉ビル7階
　　　　TEL 043-245-3202　FAX 043-245-7522
　　　　E-mail：chibawestrc@wrpc.co.jp
　　　　URL：https://www.chibawest-rc.net/

地区スローガン ： 「Bring up Engagement　エンゲージメントを育もう」
クラブ方針 ： 「 進 化 」 keep on smiling

■ 会長挨拶 /渡邉岳仁 会長
会長も残すところ後１ヶ月となり、会長挨拶も本日を入れて残り４回となりました。
だいぶ気も緩んできたのか、今日の例会に上着を着てくるのを忘れてしまい、急遽実家にジャケッ
トを借りに行って来ました。
会長の立場の自覚が少し薄れて気の緩みになったのだと少し反省をしている所であります。
さて、本年度のスローガンの「進化」ですが、環境の変化に対応していくと言うことですが　こ
れからは進化をさらに進め、次の段階の深化していかなければなりません。
この深化は、一つのことを深く掘り下げ、考え、変化させていくことを指します。
色々な事業をする際、例年と同じではなく、何のためにその事業をするのか、誰のためにしてい
るのかなど、その都度事業を掘り下げ考えて見直を行い、同じ事業を毎年同じ様に繰り返すので
はなく、毎年事業をブラッシュアップさせていかなければなりません。
クラブ創立 50 周年を迎えるにあたり、会員でよく話し合い共有することで会員全体のスキルが上
がり、その結果自ら奉仕を率先して出来るようになります。
そして一人一人自身が立派なロータリアンを目指していく事が大事だと思います。
これからも、よろしくお願いいたします。

四つのテスト/ 川﨑美嘉子 会員
 「言行はこれに照らしてから」
　真実かどうか
　みんなに公平か
　好意と友情を深めるか
　みんなの為になるかどうか

■ お客様
　なし

■ 幹事報告
①青少年育英奨学生からの感謝状を、
テーブル配布しております。是非ご一読
ください。
②千葉市を美しくする会に於いて、新入
会員予定の佐藤善一氏が表彰されまし
た。おめでとうございます。
③千城ウィンドシンフォニカ「スイカコ
ンサート」が開催されます。皆さま、チ
ラシをお持ちください。ご支援お願いい
たします。

■ 委員会報告
 ・親睦活動委員会　親睦旅行の御礼
5月19日（日）親睦旅行へのご参加をありがとうございました。
行程通りにはいきませんでしたが、全員無事に帰宅しました。
反省点は次年度へ引継ぎたいと思います。

 ・野球同好会　試合告知
6月1日（日）12:00 集合　こてはし球場　12グループと試合を行います。
選手の皆さま宜しくお願いします。
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■ 一年を顧みて　小松喜久子 米山記念奨学・学友委員長
米山記念奨学・学友委員会より報告致します。
構成員は、飯高副委員長、平塚会員、須藤会員、遠藤あけみ会員と委員長の小松です。
今年度は渡邉会長の方針で奨学生の受け入れに伴う諸事情についてディスカッションする年としたいとの
事でしたが、それに対して思うように皆様に問いかける機会を設ける事が出来ませんでした。
しかし、よねやまだよりから奨学生や学友会の若い力で様々な事柄に活躍するニュースを見るたびに感激
しています。
改めまして、月１回の寄付金へのご協力ありがとうございました。
米山記念奨学金と一緒にロータリー財団、アジアふれあい基金、青少年育英基金を担当しました。皆様
の寄付金がロータリーの長い歴史の中で、都度手を差し伸べ、助け合い、奉仕の心を構築していくロータリーの強さを改め
て確認致しました。
そしてその一員である事に少しは誇りを持って良いと思える様になりました。有難う御座いました。

■ 一年を顧みて　花嶋　実 ロータリー財団・学友委員長
　当委員会は、委員長の他、副委員長に真野匡章（まのまさあき）会員、兼任委員に並木瑛夫会員、同
じく大森　薫会員の少人数で活動していきました。
　「ロータリーの重要な奉仕活動の一つに財団の寄付があります。世界に希望を生み出すためロータリー
財団を推進し、寄付の理解、寄付の促進ならびに目標達成への高揚をさせていただきたいと考えて活動
してまいりました。」
　活動内容は 4項目あり
　1. 国際ロータリーのロータリー財団への理解促進
　2. 年次基金、恒久基金、ポリオプラス、その他寄付の達成
　3. 地区補助金グローバル補助金への理解促進
　4. ロータリー財団の意義を研修等により深める
以上であります。
　昨年の 8月 20日に国際ロータリー 2790 地区ロータリー財団統括委員会、広報・公共イメージ向上委員会、ポリオプラス
委員会からの「世界ポリオデー地区啓発イベント（千葉の親子三代夏祭り）の「第 48 回千葉の親子三代夏祭り in ポリオ根
絶祈願お神輿担ぎ」に参加要請があり、千葉中央公園特設ブースにおいて千葉西クラブからは大勢の皆様が大変暑い中 4
年ぶりの親子三代夏祭りに参加していただき、ポリオ根絶活動にご協力を賜り大変ありがとうございました。
　今年度もロータリー財団寄付においては 2023 年度 PHF、MPHF におかれましては川島治代様、須藤郁雄様、北村悠介様
におかれましては認証されまして大変ありがとうございました。
　今後ともロータリー財団・学友委員会にご協力を切にお願いいたしまして一年を顧みての発表といたします、ご清聴ありが
とうございました。

■ 一年を顧みて　荘司芳樹 青少年奉仕委員長
　本年度青少年委員会は私荘司と、副委員長に花光会員、委員に平塚会員、兼務委員に津田会員、須藤
会員の計 5名で、会長方針である「進化　Keep on smiling」に基づき活動をしてきました。
　まずもって、昨年 8月の松戸市の光英 VERITAS 中学校・高校にて開催されましたインターアクト年次大
会に皆さまご参加いただきましてありがとうございました。
　大変盛大な大会でしたので、数多くの見どころがあったかと思います。
　その後も学校、担当の先生と連携して生徒のためを第一に行動をしてきました。
　彼ら青少年は将来の千葉を担う人材です、いろいろな経験を積んで、世に出て活躍してゆくゆくは千葉
西ロータリーに入っていただき、将来この会を盛り上げていっていただければと思います。
　本年度も残り少しではありますが、青少年奉仕委員会の活動を最後まで続けていきますので皆さま宜しくお願いします。

■ 一年を顧みて　北村悠介 国際奉仕委員長
　国際奉仕委員長の北村です。今年度は、副委員長に須藤さん、足立さん、兼任委員に野口正夫さん、
野城さん、賀来さん、友田さん、桜井さん、小松さん、川﨑さん、上田さん、委員長の私を加えた合計
１１人で一年間務めてまいりました。
　夏の子弟交流、書画交流、釜山鎮 RC 公式訪問、春の子弟交流という事業を終え、委員会としての活
動は一段落致しました。
　委員の皆様のご協力に感謝申し上げます。また、会員の皆様、森川事務局、ご家族の皆様のご協力に
も感謝申し上げます。国際貢献・奉仕が出来たかどうかは分かりませんが、委員会活動を通じて、多くの
方と仲良くなれたような気がしております。重要な委員会であり、委員長の負担は大きいと前々から聞いて
おりましたので、それなりの覚悟をもって臨ませていただきましたが、予想よりも遥かに大変でした。ただ、大変さに見合う
くらい充実して楽しいものでもありました。夏の子弟交流における炎天下でのディズニーシーは大変辛いものでしたが、解散
間際に子弟の女の子達に名前入りのボールペンをお土産として渡した際の笑顔は、一日の労に報いるのに十分なもので、と
ても良い思い出となりました。どなたかが、国際奉仕委員長は、出来れば二度としたくないけれど、ロータリー人生で一回
は経験しておくべきと仰っていましたが、全く同様の感想を抱いております。次年度は足立委員長を中心により充実した活動
が行われると思いますので、皆様ご協力ください。
　ご挨拶の最後となりますが、台湾高雄北区 RC の会長交代式、非公式訪問という形ではありますが、国際奉仕委員長とい
うことで急遽とりまとめ役を仰せつかっております。最後の最後に大仕事が舞い込んできて、慌ただしく過ごしておりますが、
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クラブ広報・ロータリー情報委員会  【委員長】 依田和孝 【副委員長】 海寶勘一 【委員】  *足立啓輔   *上田裕美 
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■次週プログラム
　6月4日（火）「一年を顧みて」
　　遠藤　平 職業奉仕委員長
　　中村武弘 親睦活動委員長
　　白井貴博 プログラム委員長
　　依田和孝 クラブ広報・ロータリー情報委員長
　12:30点鐘　京成ホテル ミラマーレ
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 ニコニコBOX
 ・大森…クラブ創立 50 周年記念事業の発表が例会後にあります。よろしくお願いします。
・川島…皆さんいろいろとお世話になります。ありがとうございます。
・花光…母の葬儀にご参列いただき、ありがとうございました。
・賀来…良いことがありました。
・北村…国際奉仕委員会、関係者の皆様 1年間ありがとうございました。　　　　　　　　　
・荘司…先月出した本が全国第４位になりました。来年は１位に返り咲きたいと思います。　　　　　　　　
・長坂…「一年を顧みて」を発表された各委員長の皆様、本日はありがとうございました。
　　　　親睦活動委員会の皆様、親睦旅行お疲れ様でした。
・森川事務局･･･６月７日（金）高浜幼稚園にて子育て支援コンサートを行います。
　　　　　　　　7月15日（月祝）千城ウインドシフォニカ、スイカコンサートを行います。是非ご来場ください。

チーバくん

ちばＳＤＧＳパートナー  111号

  7 月プログラム
 ・ 2日　新年度初例会　会長・幹事就任挨拶（京成ホテルミラマーレ）
 ・ 9日　活動計画発表（京成ホテルミラマーレ）（寄付金受付）
 ・16日　休会
 ・23日　活動計画発表（京成ホテルミラマーレ）
 ・30日　活動計画発表（京成ホテルミラマーレ）

  6 月プログラム
 ・ 4日　一年を顧みて（京成ホテルミラマーレ）
 ・11日　一年を顧みて（京成ホテルミラマーレ）（寄付金受付）
 ・18日　休会
 ・25日　新旧会長幹事慰労激励会　点鐘 18:00 （京成ホテルミラマーレ）

参加者全員が楽しく過ごし、無事に帰国することをもって今年度の委員会活動完了となりますので、最後まで宜しくお願い申
し上げます。

■ 一年を顧みて　川城孝夫 社会奉仕委員長
　本年度の社会奉仕委員会もまもなく一年を迎えて、次年度へ引継の時期となりました。委員会の構成メ
ンバーは、副委員長に友田直人会員、兼任委員に宮川忠士ＰＰ、野城隆憲会員、髙橋健一郎会員と不肖
私が委員長という大役を仰せつかりました。
　委員会活動の内容は、
　・JR 稲毛駅東口のふれあい花壇の管理
　・社会福祉法人千葉いのちの電話
　　チャリティーコンサートの協賛・チケット販売
　・公益信託事業の継続及び推進
　・クラブ記念碑記念樹管理先への御礼訪問
　・第 3例会時に青少年育英基金の募金
などが、主な活動でした。

特にふれあい花壇の管理につきましては、千葉商業高校イ
ンターアクトのみなさんとの共同活動でもありますが、今年
度はご一緒する機会がありませんでした。この事業はロータ
リークラブの諸事業の中でも、社会の眼に触れる活動でも
あります。委員会メンバー以外の、全会員のご協力をいた
だきまして管理して参りました。特に千葉造園土木様には植
替えに必要な道具一式、水 300 リッターを積んだ軽自動車
の貸し出し、前委員長の依田さんには千葉市から配布の苗
を取りに行っていただきました。事務局森川さんもお手伝
いありがとうございました。次年度は遠藤委員長を中心に
活動されると思います。微力ながらご協力させていただき
まして、稲毛駅をご利用の皆様の癒しの一助になればと存
じます。
みなさま一年間ありがとうございました。


